
資料７ 

富山県部会における「学生等に伝わるコンテンツ（案）」 

～誇り・頼もしさ・楽しさが感じられる取組を～ 

●土木・建築系学生へのアプローチの強化 

１．実習プログラムの充実 

  １）構内実習プログラムの充実 

    測量実習、左官作業、重機運転などにおいて、建設業協会等が資機材を提供

し、社員や職人が生徒を直接指導する実習を行う 

  ２）現地実習プログラムの充実 

    実際の工事現場等をフィールドとして提供し、測量や丁張り等の作業を生徒

に体験してもらう 

  ３）現場見学会の工夫 

    発注者だけでなく現場代理人等が説明することや、先輩(学校のＯＢ)、若手

および女性の技術者等が活躍する現場を見せるなどの工夫を凝らす 

    ※文化祭等の父母・父兄が参加するイベントにも積極的に協力 

２．座学・講義等の充実 

  １）行政による「地域のものがたり講座（仮称）」の開設 

北陸地方整備局や自治体においては、「どう造るか」ではなく、「（北陸地方

で）なぜ造るのか、なぜ必要なのか」といった「地域のものがたり」につ

いて、行政の立場から教育機関や生徒に情報提供する 

※出前講座のみならず、年間のカリキュラムに組み込むことも検討 

  ２）インターンシップの充実 

単なる作業補助やお客様で終わらないために、仕事のやりがいを感じられ

るプログラム・コミュニケーションについて検討し、実施する 

３．建設界における情報共有 

行政・建設業協会等は、求人情報、入職状況、離職状況等の情報を教育機関に

提供するなど、建設界全体の情報共有に努める 

●上記以外の学生等へのアプローチの強化 

４．小中学生、普通校高向けのメニューを、官民共同で検討 

５．父母・父兄が参加する現場見学会の開催 

  ※旅行会社等との連携や高名な学識経験者プロデュースのインフラツーリズム

の開催など 



『学生等に伝わるコンテンツ（案）』に関する意見・提案 

【北陸地方整備局】 

＜提案①＞土木・建築系学生へのアプローチ 

大学、高専等の年間を通じたカリキュラムに、以下のような『連続講座』を設置し、教

育機関、建設関係団体、行政機関が連携して、建設界の魅力を伝えてはどうか。 

  

１．地域の成り立ちを知る（地域ものがたり講座） 

社会資本整備について、「どう造るか」ではなく、「（北陸地方で）なぜ造るのか、なぜ

必要なのか」といった「地域ものがたり」を伝える 

２．社会資本整備の実際の現場について事前に学習（反転授業） 

現在行われている地域の社会資本整備について事前学習する 

３．実際の現場を自分の目で見て確認する（現場見学会） 

発注者だけでなく現場代理人等が説明することや、先輩（学校のＯＢ）、若手および女

性の技術者等が活躍する現場を見せるなどの工夫を凝らした現場見学会を実施 

４．実際に自分でやってみる（構内実習、現場実習など） 

①構内実習プログラム：測量実習や左官作業などにおいて、建設業協会等が資機材を提

供し、社員や職人が生徒を直接指導する実習を行う 

②現地実習プログラム：実際の工事現場等をフィールドとして提供し、測量や丁張り等

の作業を生徒に体験してもらう 

５．実際に働いている先輩に自分の意見をぶつける（ＯＢとの意見交換会）

建設界の各業種がどのような役割を果たしているのか、実際に働いている先輩達がどの

ような「誇り・やりがい・楽しさ」を感じながら仕事をしているかなどを知るとともに、

先輩達へ自分の意見をぶつけることができる意見交流の場を用意する 

＜提案②＞土木・建築系学生以外へのアプローチ 

１．土木学生の子供を持つ両親へのアプローチ 

⇒ 両親を対象にした現場見学、ＯＢ意見交換会の実施 

２．普通高校・中学・小学生へのアプローチ 

⇒ 授業の中で地域の物語講座など、建設界の魅力を伝える授業や見学会の実施 

３．一般の方々へのアプローチ 

   ⇒ インフラツーリズムなど 



【富山県】 

  

 

① 女性視点による学生向けパンフレットの製作・配布 

〔内容〕 

・女性レポータによる職場訪問、現場体験で発見した｢土木のいいね！｣ 

・｢土木のいいね！｣をテーマとした、女性レポータ同士による誌上座談会 

 

②インフラ観光スポット情報の web 発信 

〔内容〕 

・観光資源となりうる施設についての a.紹介文、b.写真（キャプション）、c.位置図、 

d.アクセス方法、e.建設背景など 

・インフラ施設に加え、グルメ、名勝等を加えたモデルコースの紹介 

 

③土木事業や施設等を PR するお洒落なブログの作成・管理 

〔内容〕 

・女性視点の学生向けパンフレット製作の過程（上記①） 

・インフラ観光スポット及び関連施設の取材情報（上記②） 

・オシャレな街並み・建築物の紹介 

・現場見学会（インフラツーリズム）の開催状況 

 

 

 

【富山県立大学】 

 これまでも、企業、官公庁、学会、大学が様々な観点から多くのイベントを開い

ているのに、魅力を感じてない現実を省みて、今までと同じことをしてもしょう

がない。 

 大学対抗土嚢積みコンテスト（以前、土木学会広島大会で実施したことあり） 

 水防訓練への学生の参加（もしくは学生だけの水防訓練） 

 学生による災害調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢現場のカッコイイ姿｣など 

ﾌﾟﾛによる魅力的な写真 

｢とやま観光ナビ｣など既存の人気 web を活用 

進路決定前の高校生、大学生等



【富山県立桜井高等学校土木科】 

 

１．生徒の興味関心を持たせる 

（１）現場見学会の実施 

   全学年実施する。学年によって見学内容を吟味する。1年生は興味関心を持た

せることを中心に行う。2年生は土木工事の必要性や土木が社会に及ぼす影響

を理解させる。3年生は土木工事の施工法、目的等具体的な内容の説明を受け、

進路選択の参考となるようにする。 

   見学会ではできる限り本校ＯＢの方に説明を受けるのが望ましい。 

   見学会では国土交通省や建設業協会、地元建設会社との連携により行う。 

 

（２）資格取得 

   資格取得により、興味関心を持たせ、知識の習得に力を入れる。また、進路選

択に有利になることを理解させる。 

   資格一覧 

   ・測量士補 

   ・土木施工技術検定２級（学科） 

   ・危険物取扱者 

   ・小型車両運転講習(整地用３ｔ未満) 

   ・ビジネス文書実務検定 

   ・計算技術検定(３級)  など 

 

２．授業や実習、講演会の実施 

（１）実験・実習等の充実 

  測量実習：基本的な測量の他、工事測量を行い丁張り、勾配などのやり形の設置

を行う。 

 

施工実習：学校敷地内で見積から施工までを一貫して行う。 

     県の専門講師招聘事業を活用し、建設会社の方を講師で招いて各種工事の

体験を行う。 

 

（２）講演会等の実施 

    本校土木科ＯＢ会と連携し、ＯＢを講師に招いて講演会を年一回実施する。 

    本校卒業生に仕事の体験談や土木の仕事の楽しさなどを語ってもらう。 

 

（３）インターンシップの実施 

    官公庁や測量会社へのインターンシップの実施。 

 

 

 

 



【（一社）日本建設連合会北陸支部】 

・当支部の会員企業から長岡工業高等専門学校に非常勤講師を５名派遣し、担当科目であ

る「建設マネジメント」についての講義を行っている。 

 

・本部では、毎年、５月と１１月に「FOR STUDENTS」というＰＲ誌を発行し、全国の大

学と高専の学生に配布しています。会員企業の若手技術者の現場での活躍状況や座談会等

内容の掲載など、建設界における情報提供を行っています。 

（長岡技術科学大学、新潟大学、富山県立大学、金沢大学、福井大学に配布） 

 

 

  



 

【（一社）富山県測量設計業協会】 

少なくとも学生は土木系の学部に在籍しているので、動機づけはされていると思われま

す。最近の採用活動の状況は、土木系の学生自体が激減しているのが現状です。担い手確

保という観点では、一般の理工系学生や学生予備軍に対しての広報が必要と考えます。つ

まりメディアを利活用して広く一般社会に対しての広報そして土木に対しての動機づけの

活動が必要と考えます。ここでいう所の学生予備軍とは中高生という事ですが、そのため

には親への広報も必要です。 

土木に対してイメージが悪い原因としては 

 昔から言われている３Ｋ（きつい・危険・汚い） 

 談合問題（これについてはメディアが悪い。贈収賄でも官製談合という言葉で談合問

題としている。） 

 イコール公共事業は「悪」というイメージ。そして事業費の削減 

 （当然親は）将来に不安を抱く 

その悪いイメージを払しょくするために 

 メディアを味方にする 

 災害時には早期復旧に向けた取り組みを報道（災害箇所の割り振りと測量作業や

復旧工事など） 

 ○○の日などを設けミニギャラリーの開設 

 暮らしの安心安全を守る為の公共事業だという事の説明 

 土木施設を一般向に事業説明と現地見学をセットでミニツァー（立山砂防や神通

砂防など） 

 ターゲットを明確にし、求められる情報を伝える。 

 工事看板などは何の為の工事（事業）なのかを分かり易く工夫する 

 


